
本会は皆様からの寄付金のみで活動しているＮＰＯ法人であり、公的資金（税金）は一切いただいておりません。

Ｎ
Ｐ
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法
人

　　
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会
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事
長
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岸

　恒 

次
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心
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ま
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儲
け
話
に
ご
用
心

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
公
認
の
事
業
に
投
資

す
る
と
う
た
い
、
高
配
当
を
約
束
し
て
少

な
く
と
も
約
三
千
人
か
ら
十
七
億
円
を
集

め
て
い
た
都
内
の
会
社
が
、
配
当
の
支
払

い
を
滞
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
、
新
聞
社
の

取
材
で
わ
か
っ
た
。
警
視
庁
も
出
資
法
違

反
の
疑
い
あ
り
と
み
て
情
報
収
集
を
始
め

ン
ボ
ジ
ア
に
小
学
校
を
建
て
た
か
の
よ
う

に
見
せ
か
け
、
相
手
を
信
用
さ
せ
て
出
資

を
募
っ
た
と
い
う
。

　
新
聞
記
事
を
見
た
会
員
さ
ん
か
ら
「
21

世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会
と
関

係
が
あ
る
の
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
が
寄

せ
ら
れ
た
。
勿
論
関
係
な
い
が
、
こ
の
種

た
よ
う
だ
。

　
出
資
者
の
多
く
は
お
年
寄
り
で
、
老

後
の
資
金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
人
も
多
く
、

一
千
六
百
万
円
も
出
資
し
た
女
性
も
い
た

と
い
う
。
当
初
か
ら
事
業
実
態
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
の
関
連
団
体
が
カ

の
団
体
と
混
同
さ
れ
て
は
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
今
後
の
捜
査
の
進
展
に
期
待

し
、
全
容
解
明
を
急
い
で
い
た
だ
き
た
い

も
の
だ
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
支
援
活
動
に
携
わ
る
よ

う
に
な
り
、か
れ
こ
れ
十
七
年
に
な
る
が
、

し
た
が
、
そ
の
後
、
何
ら
進
展
な
く
関
係

者
と
も
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ケ
ー
ス
だ
。
安
易
に
相
手
を
信
用
し
、

先
に
お
金
を
渡
す
な
ど
大
変
危
険
な
行
為

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
か
な
い
と
、
途

上
国
で
の
支
援
活
動
は
ま
た
た
く
ま
に
頓

挫
す
る
。
善
意
の
資
金
が
有
効
に
使
わ
れ
な

い
こ
と
が
断
じ
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
会
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
校
舎
を

建
て
た
り
井
戸
を
作
っ
た
り
し
て
い
る

が
、
常
に
出
来
高
に
応
じ
て
支
払
っ
て
お

り
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
は
一
度
も
な
い
。
政

府
関
係
者
が
仲
介
す
る
こ
と
も
な
く
、
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
活
動
資
金
は
す
べ

て
、
建
設
業
者
や
受
益
者
に
直
接
届
け
て

い
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
三
千
人
が
騙
さ
れ
た

こ
と
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
両

国
の
友
好
関
係
に
も
ヒ
ビ
が
入
る
恐
れ
も

あ
ろ
う
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
う
ま
い
話

に
は
う
っ
か
り
乗
ら
な
い
こ
と
だ
。

こ
れ
に
類
似
し
た
事
案
を
、
い
く
つ
か
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
一
番
多
い
の
が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
人
の
政
府
関
係
者
な
ど
に
、
学

校
建
設
資
金
な
ど
の
活
動
資
金
を
前
渡
し純真な子どもたちを商売に使ってはいけない

約 60％仕上がった神戸ユネスコ
協会寄贈の校舎

１月６日、寄贈者の石川桂さんが
完成した校舎を視察（右から２番目）

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割納入（毎
月 2500 円× 12 ヵ月）のどちらも可。所定の郵便振替用
紙を使ってお振込みください。

学用品、制服、靴などの購入、学校への納付金、お小遣い、
生活資金などに使われます。このほか、現地スタッフの
給料、ガソリン代、事務所家賃など現地でかかる経費、
通信費、印刷費など東京の本部でかかる経費として使わ
れます。

最低１年間単位ですが、少なくとも子どもが学校を卒業
するまでの期間、サポートしていただけたら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻訳）と
写真が届きます。　　

里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届けることが
でき、心あたたまる交流ができます。現地で暮らす里子
に会いにいくための旅行も年３回実施しております。

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

寄贈されたサッカーゴール前で裕規君の遺影と一緒に記念撮影（サッカーの試合に出場した２チームの子どもたち）

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
と
井
戸
を
寄
贈

天国の裕規君に子どもたちの歓声届く
　
一
月
十
一
日
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
・
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
の

ア
ン
プ
ラ
サ
ッ
ト
小
学
校
校

庭
で
サ
ッ
カ
ー
の
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
が
行
な
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
響
い
た
。

　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
に
先
立
ち
、

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
贈
呈
式

が
行
な
わ
れ
た
。寄
贈
者
は
、

昨
年
、
事
故
で
亡
く
な
っ
た

石
原
裕
規
君
（
当
時
大
学

生
）。
両
親
の
石
原
弘
之
さ

ん
、
さ
と
み
さ
ん
が
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
が
大
好
き
だ
っ
た
裕

規
君
の
遺
志
を
汲
み
、
寄
贈

し
て
く
れ
た
も
の
だ
。
両
親

か
ら
は
、
同
小
学
校
に
井
戸

も
寄
贈
さ
れ
た
。

　
贈
呈
式
に
は
、
石
原
さ
ん

に
代
わ
り
根
岸
理
事
長
が
出

席
し
た
。
裕
規
君
の
遺
影
を

生
徒
た
ち
に
見
せ
、
寄
贈
に

至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
、
天
国
の
裕
規
君
も

満
足
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

両
親
も
「
息
子
が
生
き
た
証

を
残
し
て
や
れ
た
気
が
し
て

嬉
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
愛
知
県
安
城
市
の
石
川
桂
さ

ん
（
里
親
会
員
）
の
資
金
提
供

に
よ
り
建
設
中
だ
っ
た
小
学
校

の
校
舎（
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
・

ト
ロ
パ
ン
ト
ム
小
学
校
）
が
ほ

ぼ
完
成
、
三
月
に
行
な
わ
れ
る

開
校
式
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ

た
。
建
設
工
事
に
と
も
な
い
、

別
な
場
所
で
勉
強
し
て
い
た
生

徒
た
ち
は
、
早
々
と
校
舎
が
完

成
し
た
の
で
新
校
舎
で
の
授
業

を
開
始
し
た
。

　
神
戸
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
加
藤

義
雄
会
長
・
法
人
会
員
）
の
資

金
提
供
に
よ
り
、
昨
年
十
一
月

に
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
た
校

舎
（
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
・

ス
ト
ッ
ク
ア
イ
ト
ロ
ミ
ヤ
小
学

校
）
の
建
設
工
事
は
約
六
十
％

が
終
了
、
五
月
の
開
校
式
に
合

わ
せ
、
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

２つの小学校校舎建設事業、順調に

忘年会（懇談会）を開催
　昨年 12 月 10 日、横浜市のレストラン

「サンアロハ」において年末恒例の忘年
会兼懇親会が開かれ、会員さん 15 人が
参加した。
　和気あいあいとした雰囲気の中、翌日
の 11 日に満 63 歳になる根岸理事長のお
誕生日会も兼ねて行なわれた。11 月に
実施された「第 19 回カンボジアふれあ
いの旅」の直後だったので、旅の思い出
に花が咲いた。

忘年会に参加した会員の皆さん

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、大多数
の人々は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行
けない子どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さ
んを募集しております。
　思えば67年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ
ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるように
なりました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子ども達を支援する番です。

小学校で勉強する里子
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記

1月に完成した井戸の内訳
／ ネームプレートに記されたお名前など 学校名 生徒数 学校の所在地

① ＩＳＨＩＵＣＨＩ＆ＴＯＭＩＴＡ様 ポンロー小学校 310人 コンポンスプー県プノムスロッチ郡

② カンボジアの子どもたちが大好きな日本人より マロムカンタボン小学校 986人 コンポンスプー県チャバーモン郡

③ 桑原淑子、高橋キミ、蛭田 都様 トロピアンクロレン小学校 927人 コンポンスプー県プノムスロッチ郡

④ 北海道札幌手稲高等学校家庭クラブ様 クワエットトム小学校 277人 コンポンチャム県プレイチュ郡

⑤ 大好きな子どもたちへ　穴六様 プームタメイ小学校 259人 コンポンチャム県プレイチュ郡

⑥ カンボジアの人々を愛する裕規の両親より アンプラサット小学校 588人 コンポンスプー県チャバーモン郡

※通算の井戸設置数（2003年から）＝200基（１月現在）

■
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
が
世
界
遺
産
に
！

■
の
ど
自
慢
大
会

■
早
く
も
田
植
え
始
ま
る

■
干え

支と

の
動
物
並
ぶ
小
学
校

■
人
間
が
回
っ
て
陶
器
造
り

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
霊
柩
車

■
く
も
は
お
い
し
い
そ
う
だ

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
誇
る

リ
ゾ
ー
ト
地
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
西
に
あ
る
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
が
こ
の
ほ

ど
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
白
い
砂
が
き
れ
い

な
海
岸
線
は
一
部
が
海

水
浴
場
に
な
っ
て
い
る

歌
の
う
ま
さ
を

競
っ
た
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
日

本
語
熱
が
冷
え

て
い
く
中
、
こ

う
し
た
催
し
に

参
加
し
、
日
本

語
の
歌
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら

う
に
は
良
い
機

会
だ
。

が
、
大
半
は
自
然
の
ま
ま
の
姿
を
保
っ
て
い

る
。
欧
米
人
に
人
気
が
あ
り
、
海
岸
に
沿
っ
て

コ
テ
ー
ジ
風
の
宿
が
沢
山
あ
る
。

ウォッ
チ!

カンボ
ジア

校舎の裏に完成したトイレ

井戸の完成を喜ぶ小学生たち

写真を見ながら指輪作りに励む受講生

た
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
ピ

ア
ニ
カ
を
教
え
た
。

　
桑
原
さ
ん
は
、
一

月
五
日
～
二
十
六
日

の
長
期
間
に
わ
た
り

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
滞

在
、
本
会
の
活
動
の

ほ
か
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

団
体
が
運
営
す
る
小

学
校
で
も
音
楽
指
導

し
た
。

　
一
月
六
日
～
七
日
、
諸
目
的
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
た
桑
原
淑
子
さ
ん
（
福
島
県
二

本
松
市
・
里
親
会
員
）
が
、
夢
ホ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
〝
チ
ャ
イ
チ
ョ
ッ
プ
中
学
校
〟

を
訪
れ
、
二
十
人
の
生
徒
に
音
楽
指
導
し
た
。
時
間
は
約
一
時
間
、
桑
原
さ
ん
が
持
参
し

桑
原
さ
ん
が
中
学
校
で
音
楽
指
導

　
一
月
十
一
日
、
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県

オ
ラ
ル
郡
の
チ
ア
シ
ム
小
学
校
に
ト
イ

レ
が
完
成
、
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
た
。

教
育
支
援
す
る
里
子
が
同
小
学
校
に
通

う
近
藤
釼
一
さ
ん
（
愛
知
県
知
立
市
・

里
親
会
員
）
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
、

式
に
は
近
藤
さ
ん
に
代
わ
っ
て
根
岸
理

事
長
が
出
席
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
、
ト
イ
レ
の
な
い

小
学
校
が
ま
だ
沢
山
あ
る
そ
う
で
、
子

ど
も
た
ち
は
や
っ
と
ト
イ
レ
が
使
え
る

と
喜
ん
で
い
た
。

里
子
の
通
う
小
学
校
に
ト
イ
レ
を
寄
贈

ピアニカを教える桑原さん

1月はカンボジアの小学校に6基の井戸を設置
　１月は６つの小学校に
井戸を寄贈、子どもたちに
喜ばれた。音楽指導のた
め１月にカンボジアを訪問
した桑原淑子さんがお友
達に呼びかけて井戸を寄
贈、贈呈式にも出席した。
オペラ歌手でもある桑原
さんは式でも歌唱を披
露、子どもたちは美しい歌
声に聞き入っていた。
　井戸は１基16万円で完
成する。
（皆様のご協力をお待ち
しております）

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
（
本
校
＝
東
京
都

台
東
区
）
の
専
任
講
師
を
務
め
、
自
宅
工
房
を

持
つ
榎
戸
徹
彦
さ
ん
（
横
浜
市
・
里
親
会
員
）

が
夢
ホ
ー
ム
内
に
工
房
を
作
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
女
性
や
若
者
を
対
象
に
、
鋳
造
に
よ
る
ア
ク

セ
サ
リ
ー
製
作
の
技
術
を
指
導
し
て
い
る
。
一

月
十
日
～
十
四
日
、
第
五
回
目
の
講
習
会
が
同

場
所
で
開
か
れ
、七
人
の
受
講
生
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
十
一
月
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
を
見
学
し
た
時
に
撮
っ
た
写
真
を
元
に
、
一

人
一
人
が
作
り
た
い
図
柄
を
選
び
、
指
輪
や
ペ

ン
ダ
ン
ト
作
り
に
挑
戦
し
た
。
材
料
の
銀
は
、

大
半
を
日
本
で
購
入
し
、
榎
戸
さ
ん
が
講
習
会

の
た
び
に
持
参
し
て
い
る
。

　
次
回
の
講
習
会
は
三
月
二
十
七
日
～
三
十
一

日
を
予
定
し
て
い
る
。
昨
年
の
五
月
に
講
習
会

を
始
め
、
三
月
で
丸
一
年
が
経
過
す
る
。
そ
ろ

そ
ろ
販
売
可
能
な
製
品
が
で
き
そ
う
だ
。
　
　

第
五
回「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
技
術
講
習
会
」（
夢
工
房
）

　
日
本
大
使
館
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
、
一
月
十
五
日
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
の
ど
自
慢
大
会
の
決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
全
国
で
予
選
を
実
施
、
そ

の
中
か
ら
十
五
人
が
選
ば
れ
、
日
本
語
に
よ
る

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
大

半
の
農
地
が
一
期
作
だ

が
、
水
の
豊
富
な
地
域

は
二
期
作
が
可
能
。
雨

は
雨
期
に
し
か
降
ら
な

い
の
で
、
灌
漑
用
水
が

役
に
立
っ
て
い
る
。
ポ

ル
ポ
ト
政
権
の
時
に
国

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小

学
校
を
訪
問
す
る

と
、
干
支
に
あ
る
動

物
の
像
を
よ
く
見
か

け
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
小
学
校
は
、
そ
の

多
く
が
お
寺
の
敷
地

内
に
あ
る
の
で
、
そ

の
影
響
も
あ
る
の
だ

ろ
う
。

　
久
し
ぶ
り
に
、以
前
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
、

コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
の
陶
芸
村
を
訪
問
し

た
。
ろ
く
ろ
（
回
転
台
）
を
使
わ
な
い
で
、
人

間
が
回
っ
て
陶
器
を
造
る
の
だ
が
、
実
に
う
ま

く
仕
上
が
る
か
ら
不
思
議
だ
。
人
間
の
技
は
捨

て
た
も
の
で
は
な
い
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内

で
、
た
ま
た
ま
霊
柩

車
を
見
か
け
た
。
日

本
の
そ
れ
と
は
違
っ

て
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
棺
を
置
き
、
先
頭

に
遺
影
を
飾
る
。
荷

台
に
は
家
族
と
一
緒

に
、
お
坊
様
も
同
乗

す
る
。
運
転
手
は
追

突
し
な
い
よ
う
に
ご

用
心
！

　
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県

で
は
、
日
本
の
蜘く

も

に
似

た
虫
を
食
料
用
に
売
っ

て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

人
の
説
明
で
は
、
地
中

に
い
る
虫
な
の
で
蜘
で

は
な
い
と
い
う
が
、
形

は
写
真
の
通
り
。
ど
う

見
て
も
蜘
だ
。
胃
腸
に

自
信
の
あ
る
人
は
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
行
っ
た
ら

試
し
て
み
て
は
。

民
を
強
制
移
住
さ
せ
て
造
ら
せ
た
灌
漑
用
水

が
、
今
も
な
お
使
わ
れ
て
い
る
。

■
立
体
交
差
点
が
完
成

　
二
年
前
か
ら

工
事
中
で
あ
っ

た
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
内
の
立
体

交
差
点
が
完

成
、
一
月
七
日

に
開
通
の
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
な

わ
れ
た
。
韓
国

の
支
援
に
よ
る

も
の
で
、
橋
の

名
前
も
〝
一
月

七
日
橋
〟
に
な
っ
た
。
こ
の
日
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
と
っ
て
創
立
記
念
日
に
も
匹
敵
す
る
大
事
な

祝
日
。ポ
ル
ポ
ト
政
権
が
崩
壊
し
た
日
な
の
だ
。

フン・ソチャンちゃん

新しく入園しました

　昨年末、ペルチャンターちゃん（女

子）がお母さんの看病で退園したた

め、フン・ソチャンちゃん（11歳小

学校２年生）が新しく入園した。

　ソチャンちゃんの家は夢ホーム

に近いが、父親が亡くなって母親

が４人の子どもを育てている。家

計が苦しいためソチャンちゃんだ

け夢ホームに預けた。とても明る

い性格で、ホームの生活にも慣れ、

みんなと仲良く通学している。

れいちゃん大活躍

　１月 17 日～ 18 日、コンポンスプー県の主催でスポー

ツ大会が行なわれ、女子サッカーの部（中学生）で夢ホー

ムのスレイルーオンちゃん（愛称れいちゃん）がチャイ

チョップ中学校代表で出場した。あいにく優勝はできな

かったが、大活躍したそうだ。なでしこジャパンに続け ! !

右側先頭がれいちゃん

国旗掲揚塔が完成

　根谷崎百合子さん（神奈川県

藤沢市・里親会員）と友人の米

倉貴美子さんの寄贈による国旗

掲揚塔が、ホームの庭に完成し

た。夢ホームの子どもたちが前

から要望していた。アンコール

ワットの図柄が国旗になってい

るクメール民族としての誇りと

その自覚を覚醒していきたいも

のだ。 国旗を揚げる子どもたち

冷蔵庫を購入

　夢ホームの冷蔵庫は、プノンペ

ンの事務所で７～８年も使用して

いたものだが、ついに故障してし

まったため新規に購入した。さっ

そく、皆様からいただいた“お年

玉募金“を使わせていただいた。 日立の冷蔵庫
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里子家庭訪問記録
名前：ルーイ・ピァルム
年齢：17歳

好きな教科：国語（特に歴史の本を読むことです。）
苦手な教科：算数（特に練習問題をするのが苦手です。）
担任から一言：成績：A，道徳：A，健康：A，学校活動：A，出席：A

好きな遊び：縄跳び
好きな食べ物：焼き魚
将来の夢：教師になりたいです。

住んでいる場所：シェムリアプ県　プラサートバコーン郡、
コントレァンコミューン、トロピアンタノル村

所要時間：自転車で30分

家庭状況：現在、両親と暮らし、兄０人、姉０人、弟１人、妹２人で、
ルーイ・ピァルムちゃんは第１子です。

一日の過ごし方：朝５時半に起床。顔を洗って、朝水を浴びてから朝食をして
学校に通っています。授業が終わってから家に戻って来て、兄弟にご飯を作っ
てくれて、１２時ごろに昼食をしています。午後、数学塾に行きます。夕食は
６時ごろに食べ、水を浴びてから、先生から出された宿題をして、８時ごろに
寝ます。

学校名：プラサートバコーン中学校
性別：女の子学年：中学校の３年生

備考 ：
　家庭訪問をした時に、ピァルムちゃん
は嬉しそうでした。両親は家にいません
でした。外で仕事をやっています。この家
族の生活は去年に比べると、どんどん大
変になって来ました。
　現在、ピァルムちゃんは兄弟と一緒に
ボロボロな家に暮らしています。家の中
に入ったら、空が見えます。雨季には家
の中に雨が入ってきて、よく寝られませ
んでした。
　ですから、里親さんはピァルムちゃん
が勉強できるようにずっと支援をお願い
します。
　毎月里親さんから頂いている支援金
で、洋服と学用品を買って、一部のお金
は数学塾に払うと言いました。
2011年12月14日　
担当者：サート・スリン

家の前に弟と一緒に立っている写真

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

　「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、

一
月
末
日
現
在
、
三
百
九
十
八
人
の
子
ど

も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
一
月
七
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
滞
在
中
の
桑

原
淑
子
さ
ん
（
福
島
県
二
本
松
市
・
里
親

会
員
）
が
里
子
の
家
を
訪
問
、
里
子
と
そ

の
家
族
に
対
面
し
た
。
里
子
の
シ
ア
ウ
ミ

エ
ア
ち
ゃ
ん
（
小
学
四
年
生
）
は
お
土
産

を
も
ら
っ
て
喜
ん
で
い
た
。

　
経
済
発
展
著
し
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
だ
が
、

大
半
の
農
村
は
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
田
畑
だ
け
で
は
食
べ
て
い

け
な
い
農
家
に
と
っ
て
、
都
市
部
で
の
労

　
昨
年
の
十
二
月
二
十
三
日
（
午
後
六
時
～

九
時
）、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ピ
ア
ッ

ト
　
ジ
ョ
ル
ニ
」（
新
潟
市
中
央
区
）
に
て
、

〝
２
０
１
１
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
〟
が
行
な
わ
れ
、
新

潟
市
民
ら
十
三
人
が
参
加
し
た
。

　
主
催
は
「
新
潟
発
→
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
７
３
０
」（
三
林
け
い
子
代
表
）。「
サ

ン
バ
ク
ワ
ト
ロ
」
の
皆
さ
ん
が
ジ
ャ
ズ
を
演
奏

し
て
く
れ
た
。

　
収
益
金
一
万
五
千
五
百
円
は
、
夢
ホ
ー
ム
日

本
語
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
設
備
に
使
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
三
十
日

ま
で
、
新
潟
市
内
の
「
田
中
屋
本
店
み
な
と
工

房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
て
、
同
団
体
主
催
に
よ
る

〝
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
写
真
展
〟
が
開

か
れ
、
大
勢
の
人
が
鑑
賞
し
た
。

　
団
体
代
表
の
三
林
け
い
子
さ
ん
は
年
に
一
～

二
回
の
ペ
ー
ス
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
児
童
養
護
施

設
「
夢
ホ
ー
ム
」
を
訪
問
、
二
十
人
の
子
ど
も

た
ち
に
日
本
語
や
ミ
シ
ン
を
指
導
す
る
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
。
ま
た
ほ
ぼ

毎
日
、
新
潟
市
内
の
自
宅
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
夢

ホ
ー
ム
を
ス
カ
イ
プ
で
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
た
ち

と
会
話
し
て
日
本
語
を
教
え
て
い
る
。

里子の家を訪問した桑原淑子さん（右）演奏してくれた皆さん（前列左より二番目が三林けい子さん）

会場に展示した子どもたちの写真

働
力
需
要
は
魅
力
的
だ
。
時
折
り
訪
問
す
る
農
村
で
は
、
一
家
の
大
黒
柱
で
あ
る
お
父
さ
ん
や
若

い
娘
さ
ん
は
出
稼
ぎ
の
た
め
、
そ
の
姿
を
み
か
け
る
こ
と
が
少
な
い
。
貧
し
い
農
村
の
家
庭
は
、

父
や
娘
さ
ん
か
ら
の
仕
送
り
で
支
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

新
潟
で
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　
一
月
十
八
日
、
中
京
の

中
日
新
聞
に
、
こ
の
ほ
ど

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
小
学
校
の

校
舎
を
作
り
、
三
月
に
開

校
式
を
行
な
う
石
川
桂
さ

ん
（
愛
知
県
安
城
市
・
里

親
会
員
）
の
善
行
が
大
き

く
紹
介
さ
れ
、
反
響
を
呼

ん
で
い
る
。

　
開
校
式
は
三
月
九
日
に

行
な
わ
れ
る
予
定
で
、
児

童
ら
と
新
校
舎
の
誕
生
を

喜
び
あ
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
昨
年
の
十
二
月
六
日
～

十
八
日
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球

ひ
ろ
ば
」（
東
京
都
渋
谷
区
）

展
示
場
に
て
、
写
真
展
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
」

を
開
催
し
た
。
昨
年
の
同
時

期
に
続
き
、
二
度
目
の
開
催

だ
が
、
同
会
場
が
今
年
の
夏

に
閉
館
す
る
た
め
、
今
回
が

ラ
ス
ト
に
な
る
。

　
同
会
場
は
修
学
旅
行
な
ど

の
見
学
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
大
勢
の
中
・
高
生

が
子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
観

て
く
れ
た
。

石
川
さ
ん
の
小
学
校
建
設
、
中
日
新
聞
に
掲
載

「JICA 地球ひろば」で写真展
～カンボジアの子どもたち～開催

＜項　　目＞ ＜データ＞

国土面積 181.035 Ｋ㎡

州の数 24

地域数 193

コミューン数 1621

人口 1338 万 8910 人

人口増加率 1.54％

人口密度 75 人

世帯数 283 万 2691 世帯

１世帯の人数 4.7 人

15 歳未満人口割合 33.7％

幼児死亡率（1 歳未満） 1000 人のうち 65 人

平均寿命 女性：66.9 歳 男性 62.5 歳

労働者割合第一次（農業） 60.4％

第二次（工業） 14.0％

第三次（サービス） 25.6％

１人当たりＧＤＰ（2006 年度） 739US ㌦

識字率（15 歳以上） 77.6％

識字率（15 歳～ 24 歳） 87.5％

国家予算に対する教育予算 16.4％

職業学校数（公立・私立） 316 校（17 万 9639 人）

高等教育機関（公立） 34 校（6 万 7183 名）

高等教育機関（私立） 54 校（9 万 4333 名）

カンボジア一般情報

2010 年、カンボジア教育・青年・スポーツ省作成
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　本旅行は観光旅行では味わうこと
のできない現地の子ども達との交流
をはかることができます。
　特に本会が運営する児童養護施設
「夢ホーム」の子ども達が皆様をお
待ちしております。併せて学用品配
布などのボランティア活動にも参加
でき、思い出に残る充実した海外旅
行を楽しむことができます。旅行代
金も格安に設定しましたので、お気
軽にご参加ください。
　もちろんカンボジアといえば世界遺
産の宝庫、アンコールワット観光やト
ンレサップ湖周遊もコースに入れまし
た。なお、募集は原則として本会会員
を対象にしておりますので、参加さ
れる方は、事前に会員登録(一口
5,000円)が必要になります。

【旅行期間】平成24年7月4日（水）～10日（火）〈５泊７日〉
【募集定員】最少催行人員10名様（定員＝30名）

先着順で受け付け、定員になり次第締め切ります。
【滞在ホテル】コージナホテル（シェムリアップ）２泊　

ダイヤモンドホテル(プノンペン)３泊
【利用空港】成田空港および関西空港など
【旅行日程】４日＝成田空港・関西空港などから乗り継ぎにてカンボジアの

シェムリアップ空港へ。
　　　　　　５日＝終日アンコールワット・アンコールトム観光
　　　　　　６日＝トンレサップ湖周遊、その後シェムリアップ⇒プノンペン、

バス移動
　　　　　　７日＝小学校訪問、井戸贈呈式、学用品配布
　　　　　　８日＝夢ホーム訪問、セントラルマーケットで買い物
　　　　　　９日＝里子の家庭訪問、夕方チェックアウト⇒プノンペン空港

から帰国の途へ
　　　　　　10日＝早朝、成田・関西空港などに到着
【旅行代金】150,000円を予定。＊現地までの航空券代、空港税、ビザ申請代、現

地での宿泊代、食事代、車代など、旅行にかかるほとんどの費用を
含みます。＊１人部屋希望者追加料金5泊で12,000円。＊傷害保険
は各自でおかけください。

【締切日】平成24年5月10日(木)

第21回カンボジアふれあいの旅　参加者募集第21回カンボジアふれあいの旅　参加者募集

真珠のように輝く子供たちの瞳に出会ってみませんか？
「夢ホーム」で子ども達と楽しい交流・里子の家庭訪問・感動的な井戸の贈呈式・アンコールワット、トンレサップ湖周遊などなど

「夢ホーム」の子ども達が皆さんをお待ちしています

学校訪問では井戸贈呈式に出席します

３月〜４月の予定

●会報「アンコールワット」３月１日付第63号発行
●20回カンボジアふれあいの旅(３月７日〜13日)

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
五
千
円
）

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■お年玉募金に沢山の会員さんのご協力をいただき、

まことにありがとうございました。さっそく、夢ホームの整備など、

子どもたちのために使わせていただきます。

■夢ホームの園長として３年間勤務したアタイさんが、個人的な理由

で１月末日をもって退職いたしました。長い間ありがとうございまし

た。当分、園長職を置かないで、事務局スタッフが兼務いたします。

■“第 20 回カンボジアふれあいの旅”は約 20 人の会員さんが参加して、

３月７日に出発いたします。その様子は次回の会報にて報告いたしま

す。旅の安全をお祈りください。

事務局便り

　
最
近
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
ご
み
が
少
な
く
な

り
き
れ
い
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
車
が
き
れ
い
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
モ
ト
バ
イ
ク
も
き
れ
い
に
な
っ

た
。
モ
ト
バ
イ
ク
や
車
の
洗
車
場
が
ど
ん
ど
ん
で

き
て
い
る
か
ら
だ
。

　
日
本
の
よ
う
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
な
く
、

洗
車
場
だ
け
の
店
。
表
通
り
に
は
な
く
、
横
道
や

裏
通
り
に
あ
る
。
だ
が
、
水
が
貴
重
な
国
、
ず
い

ぶ
ん
水
代
が
か
か
る
こ
と
だ
ろ
う
と
心
配
す
る
。

そ
れ
だ
け
豊
か
に
な
っ
た
の
か
。

（
理
事
・
関
西
支
部
長
、
中
野
勝
）

街にある洗車場店

トゥッサナー・カンボジア

洗
車
場
増
え
る

＊
ト
ゥ
ッ
サ
ナ
ー
と
は
観
察
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

ニ
ュ
ー
ス

現
地
で
発
行
し
て
い
る
新
聞
や
情
報
誌
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ

本
通
運
（
日
通
）
が
二
〇
一
一
年
九
月
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設

本
の
最
先
端
コ
ス
メ
を
使
っ
た
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
＆
ボ
デ
ィ
メ
イ
キ
ン
グ
・
マ
ッ

ン
ボ
ジ
ア
国
籍
の
コ
ウ
ル
・
パ
ニ
ャ
氏

は
「
ア
ジ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
称
さ

政
婦
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
出
稼
ぎ
に

出
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
女
性
二
名
が

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
こ
の
ほ
ど
、

二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
に
プ
ノ
ン
ペ
ン

本
で
冠
婚
葬
祭
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
お
よ

び
不
動
産
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
グ
ラ

ゥ
ー
ル
ス
レ
ン
強
制
収
容
所
（
Ｓ
21
）

の
生
存
者
で
、
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ

し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
、
外
国
資
本
の
積
極
的
な
誘

致
、
繊
維
産
業
な
ど
の
順
調
な
伸
び
で
経
済
発

展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
や
「
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム

南
部
を
結
ぶ
陸
路
の
重
点
拠
点
と
し
て
、
近
年

急
速
に
注
目
を
集
め
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
の
事
業
展
開
に
本
格
的
に
乗
り
出

し
た
。

サ
ー
ジ
の
サ
ロ
ン
が
十
二
月
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の

「
チ
ャ
ン
ペ
イ
・
ス
パ
＆
サ
ロ
ン
」
内
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。｢

イ
ル
・
ヴ
リ
ー
ル
（
本
社
・
東

京
都
新
宿
区
）｣

か
ら
、
日
本
人
エ
ス
テ
テ
ィ

シ
ャ
ン
の
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
さ
ん
が
常
駐
す
る
。

　
注
目
は
、
老
廃
物
を
リ
ン
パ
に
流
す
こ
と
で

全
体
を
引
き
締
め
、痩
身
や
小
顔
、リ
フ
ト
ア
ッ

プ
効
果
の
あ
る
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
。

老
廃
物
の
た
ま
り
や
す
い
部
分
を
「
痛
い
」
と

感
じ
る
ぐ
ら
い
強
く
押
し
て
不
要
物
を
リ
ン
パ

へ
と
流
す
。
ボ
デ
ィ
メ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
筋
肉

の
こ
わ
ば
り
を
丁
寧
に
ほ
ぐ
し
、
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
こ
と
で
体
型
を
矯
正
。
肩
凝
り
や
腰
痛

の
原
因
と
な
る
骨
の
ゆ
が
み
も
自
然
に
改
善
さ

れ
る
と
い
う
。

れ
る
ラ
モ
ン
・
マ
グ
セ
イ
セ
イ
賞
を
受
賞
し
た
。

パ
ニ
ャ
氏
の
「
自
由
と
公
正
な
選
挙
を
求
め
る

活
動
」
が
評
価
さ
れ
た
形
だ
。

　
パ
ニ
ャ
氏
は
選
挙
の
公
正
と
透
明
性
を
求

め
る
団
体
「
コ
ム
フ
レ
ル
」
の
代
表
で
あ
り
、

一
九
九
七
年
以
降
、
団
体
に
登
録
し
た
選
挙
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
五
万
人
以
上
、
選
挙
関
連
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
十
五
万
人
以
上
が
参
加

し
た
。

送
還
さ
れ
た
。
女
性
は
無
一
文
で
虐
待
に
よ
る

傷
が
で
て
き
て
い
た
と
い
う
。

　
女
性
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
就
職
斡
旋
業
者
に
よ

り
マ
レ
ー
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
十
分
な
食

事
が
与
え
ら
れ
ず
、
労
働
時
間
を
超
過
し
て
働

か
さ
れ
、
時
と
し
て
暴
力
も
ふ
る
わ
れ
た
と
い

う
。

　
二
人
は
マ
レ
ー
シ
ア
警
察
に
駆
け
込
み
、
駐

カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使
館
に
よ
り
送
還
さ
れ
た
。

に
駐
在
員
事
務
所
を
設
立
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。

　
同
行
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
は
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
拠

点
を
設
け
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
政
治
経
済
情
報
の

収
集
を
し
て
き
た
が
、
今
後
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
に

拠
点
を
置
い
て
情
報
収
集
を
強
化
し
、
日
系
企

業
の
進
出
支
援
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

と
い
う
。

ン
ド
（
大
阪
天
王
寺
区
）
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

企
業
と
合
併
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
小

口
融
資
）
機
関
「
ソ
ナ
ト
ラ
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
ソ

ナ
ト
ラ
Ｍ
Ｆ
Ｉ
）」
を
設
立
し
た
。

　
ソ
ナ
ト
ラ
Ｍ
Ｆ
Ｉ
は
資
本
金
百
万
ド
ル
（
約

七
千
七
百
万
円
）
で
、
今
年
一
月
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
中
央
銀
行
の
認
可
を
受
け
た
。

幹
部
の
肖
像
画
を
描
い
て
い
た
バ
ン
・
ナ
ッ
ト

氏
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
病
院
に
て
亡
く
な
っ
た
。

六
十
六
歳
だ
っ
た
。

　
ナ
ッ
ト
氏
は
、
収
容
所
で
犠
牲
に
な
っ
た
約

一
万
四
千
人
の
中
の
数
少
な
い
生
存
者
の
ひ
と

り
で
あ
り
、
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
裁
判
の
証

人
で
も
あ
っ
た
。

日
通
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
駐
在
員
事
務
所
開
設

日
本
人
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
の
リ
ン
パ
＆
筋
肉
マ
ッ
サ
ー
ジ
上
陸

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
、
ア
ジ
ア
の
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
を
授
与

出
稼
ぎ
家
政
婦
、
虐
待
で
送
還

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
事
務
所
開
設
へ

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
日
本
企
業
が
合
併

Ｓ
21
の
生
存
者
、
死
去

日

日

カ家

三日

ト

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
未
使
用
切
手
・
商
品
券
を
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か

　
本
会
で
は
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
未
使
用
の
切
手
・
ビ
ー
ル
や
デ
パ
ー
ト
の
商
品

券
を
集
め
、
活
動
資
金
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
家
に
眠
っ
て
い
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
普
通
郵
便
で
事
務
局
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

送
り
先:

〒
１
７
６—

０
０
１
１
　

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
上
２—

２
５—

７—

７
０
１
　
本
会
事
務
局
へ

旅行企画☆特定非営利活動法人　21 世紀のカンボジアを支援する会
〒 176-0011　東京都練馬区豊玉上２− 25 −７− 701　　TEL：03 − 3991 − 2854

E-mail：info@aac21.net　http://www.aac21.net　　FAX：03 − 3557 − 1213

＊
モ
ト
バ
イ
ク
の
洗
車
代:

２
５
０
０
リ
エ
ル
（
５
０
円
）

＊
車
の
洗
車
代
（
大
き
さ
に
も
よ
る
が
）:

８
０
０
０
リ
エ
ル
～
１
０
０
０
０
リ
エ
ル
（
１
６
０
円
～
２
０
０
円
）

カンボジア、インド、雲南省（中国）、スリランカなど、アジアで活動する
NGO 団体の写真を展示し、活動報告いたします。
入場無料ですので、お気軽におこしください。

日　時　５月 25 日（金）～ 27 日（日）
・25 日は 13：00 ～ 19：00
・26 日は 10：00 ～ 19：00
・27 日は 10：00 ～ 17：00

会　場　神奈川県民センター（１階展示場）（横浜駅西口より徒歩５分）

詳しくは、本会事務局へお問い合わせください。（電話：03 － 3991 － 2854）

写真展「アジアの子どもたち」

お問い合せ・
申し込み

インドシナ半島の国々

カンボジア
CAMBODIA

プノンペン
Phnom Pénh
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